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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年6月26日(2008.6.26)

【公開番号】特開2006-96743(P2006-96743A)
【公開日】平成18年4月13日(2006.4.13)
【年通号数】公開・登録公報2006-015
【出願番号】特願2005-198510(P2005-198510)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ  17/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   7/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   7/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ  17/00    　　　　
   Ｃ０７Ｆ   7/00    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｆ   7/00    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｆ   7/28    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月14日(2008.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
式（１）

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、水素原子、ハロゲン原子、
置換もしくは無置換のC１-２０のアルキル基、
置換もしくは無置換のC６-２０のアリール基、又は
置換もしくは無置換のC７-２０のアラルキル基を表し、
Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は水素原子、ハロゲン原子、
置換もしくは無置換のC１-２０のアルキル基、
置換もしくは無置換のＣ１-２０のアルコキシ基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリール基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリールオキシ基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキル基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキルオキシ基、
置換もしくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたシリル基、
置換もしくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたシリルオキシ基、又は置換も
しくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたアミノ基を表し、Ｒ１０はハロゲン
原子、置換もしくは無置換のＣ１-２０のアルキル基、置換もしくは無置換のＣ１-２０の
アルコキシ基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリール基、
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置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリールオキシ基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキル基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキルオキシ基、
置換もしくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたシリル基、
置換もしくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたシリルオキシ基、又は置換も
しくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたアミノ基を表し、Ｒ１１は置換もし
くは無置換の炭化水素基を表し、
Ｒ１２、Ｒ１３及びＲ１４は、ハロゲン原子、置換もしくは無置換の炭化水素基を表し、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４の隣接する基は、それぞれ任意に結合して環を形成していても
よく、Ｒ５とＲ６は結合して環を形成していてもよく、
Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９及びＲ１０の隣接する基は、それぞれ任意に結合して環を形成していて
もよく、
Ｒ１２とＲ１３及びＲ１４のうちの２つ又は３つは互いに結合して環を形成していてもよ
く、
ケイ素はシクロペンタジエン環のいずれの炭素原子に結合していてもよく、シクロペンタ
ジエンの二重結合は任意の位置をとりうる。）
で示されるケイ素置換シクロペンタジエン化合物と
式（２）

（式中、Ｍは元素の周期律表の第４族の遷移金属原子を示し、
Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４は、同一又は相異なり、水素原子、ハロゲン原子、置換もしく
は無置換のＣ１-２０のアルキル基、
置換もしくは無置換のＣ１-２０のアルコキシ基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリール基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリールオキシ基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキル基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキルオキシ基、又は
置換もしくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたアミノ基を表し、ｎは０又は
１を表す。）
で示される遷移金属化合物とを芳香族炭化水素溶媒を含む溶媒中で反応させることを特徴
とする式（３）

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０及びＭは前記
と同じ意味を表し、
Ｘ５及びＸ６は同一又は相異なり、水素原子、ハロゲン原子、
置換もしくは無置換のＣ１-２０のアルキル基、
置換もしくは無置換のＣ１-２０のアルコキシ基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリール基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリールオキシ基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキル基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキルオキシ基、又は
置換もしくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたアミノ基を表す。）
で示されるメタロセン化合物の製造方法。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　すなわち本発明は、式（１）

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４は、
水素原子、ハロゲン原子、置換もしくは無置換のＣ１-２０のアルキル基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリール基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキル基を表し、
Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、
水素原子、ハロゲン原子、置換もしくは無置換のＣ１-２０のアルキル基、
置換もしくは無置換のＣ１-２０のアルコキシ基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリール基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリールオキシ基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキル基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキルオキシ基、
置換もしくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたシリル基、
置換もしくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたシリルオキシ基、又は置換も
しくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたアミノ基を表し、Ｒ１０はハロゲン
原子、置換もしくは無置換のＣ１-２０のアルキル基、
置換もしくは無置換のＣ１-２０のアルコキシ基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリール基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリールオキシ基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキル基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキルオキシ基、
置換もしくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたシリル基、
置換もしくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたシリルオキシ基、又は置換も
しくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたアミノ基を表し、Ｒ１１は置換もし
くは無置換の炭化水素基を表し、
Ｒ１２、Ｒ１３及びＲ１４は、ハロゲン原子、置換もしくは無置換の炭化水素基を表し、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４の隣接する基は、それぞれ任意に結合して環を形成していても
よく、Ｒ５とＲ６は結合して環を形成していてもよく、
Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９及びＲ１０の隣接する基は、それぞれ任意に結合して環を形成していて
もよく、
Ｒ１２とＲ１３及びＲ１４のうちの２つ又は３つは互いに結合して環を形成していてもよ
く、
ケイ素はシクロペンタジエン環のいずれの炭素原子に結合していてもよく、シクロペンタ
ジエンの二重結合は任意の位置をとりうる。）
で示されるケイ素置換シクロペンタジエン化合物と
式（２）

（式中、Ｍは元素の周期律表の第４族の遷移金属原子を示し、
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Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３及びＸ４は、同一又は相異なり、水素原子、ハロゲン原子、置換もしく
は無置換のＣ１-２０のアルキル基、
置換もしくは無置換のＣ１-２０のアルコキシ基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリール基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリールオキシ基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキル基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキルオキシ基又は
置換もしくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたアミノ基を表し、
ｎは０又は１を表す。）
で示される遷移金属化合物とを芳香族炭化水素溶媒を含む溶媒中で反応させることを特徴
とする式（３）

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０及びＭは前記
と同じ意味を表し、
Ｘ５及びＸ６は同一又は相異なり、水素原子、ハロゲン原子、
置換もしくは無置換のＣ１-２０のアルキル基、
置換もしくは無置換のＣ１-２０のアルコキシ基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリール基、
置換もしくは無置換のＣ６-２０のアリールオキシ基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキル基、
置換もしくは無置換のＣ７-２０のアラルキルオキシ基、又は
置換もしくは無置換のＣ１-２０の炭化水素基で置換されたアミノ基を表す。）
で示されるメタロセン化合物の製造方法；並びに、
式（４）

（式中Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０及びＲ１１は前
記と同じ意味を表し、シクロペンタジエンの二重結合は任意の位置をとりうる。）
で示される置換シクロペンタジエン化合物と塩基とを芳香族炭化水素溶媒を含む溶媒中で
反応させ、次いで式（５）

（式中、Ｒ１２、Ｒ１３及びＲ１４は前記と同じ意味を表し、Ｙはハロゲン原子を表す。
）
で示されるハロゲン化シリル化合物を反応させ、生成する化合物を精製することなく、式
（２）

（式中、Ｍ、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４及びｎは前記と同じ意味を表す。）
で示される遷移金属化合物を反応させることを特徴とする式（３）
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（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｍ、Ｘ５及
びＸ６は前記と同じ意味を表す。）
で示されるメタロセン化合物の製造方法を提供するものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
かかる置換基Ｒ１１の中でも、収率よく式（３）で示されるメタロセン化合物を製造し得
る点でアルキル基、特にメチル基が好ましい。
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